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概要 放射光を学部１年生から周知することは、将来の放射光ユーザー等の

育成にとって重要である。放射光等の先端科学のトピックス(1)、(2)は、意欲のあ

る学生のみならず全員にとってもモチベーションの維持向上や視野の拡大に

寄与すると考えられる。筆者は、学部１年生化学実験授業で、放射光を紹介し

ている。本発表では、次期使用予定の授業資料の試作品の紹介を行う。 

化学実験授業における放射光トピックス 電通大の学部１年生化学実験は、

科目名「基礎科学実験 B」(3)が対応しており、全学共通の必修科目である。午

後の 2 コマ（３時間）で、実験書に沿ったかたちでの授業が行われる。実験開

始前に、教員による説明講義が３０分程度あるので、その内の数分で、放射

光などの先端科学に関するトピックスについて紹介した。実験テーマに応じて、

トピックスを変え、授業内容との一貫性を保持するようにした。放射光のトピッ

クスについては、新聞やテレビなどでとりあげられた事象に関するものとした。

学生になじみのあるトピックスとして、これまでの「和歌山事件」から、「はやぶ

さ」(4)の微粒子の分析に変更し、KEK・PF はやぶさ微粒子分析プロジェクト 

（HAYABUSA-PF http://hayabusa.kek.jp/）を紹介する資料を試作した。 

 筆者は、KEK・PFとの共同研究(5)「一結晶分光器と位置敏感比例計数管によ

る放射光蛍光 X 線分析法の開発」(6)により、博士号を取得した。本発表は、そ

の経験を教育にも活用する試みの一環でもある。 
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